
最高の

クリスマス 

さい　こう

　トーマスは 窓
まど

の 外
そと

を ながめながら、ため息
いき

を つきました。

外
そと

では、ひらひらと 雪
ゆき

が まい落
お

ちています。ずっと クリスマスを

楽
たの

しみに していたのに、今
いま

は 悲
かな

しい 気
き

分
ぶん

なのです。その時
とき

、

部
へ

屋
や

の ドアを たたく 音
おと

が しました。

　「どうぞ。」と 言
い

うと、ドアが 開
あ

き、妹
いもうと

の ケイトが 入
はい

ってきました。

　「今
け

朝
さ

は 足
あし

の 具
ぐ

合
あい

、どう？」　ギブスの はしっこの ほうを 

そっと たたきながら、ケイトが たずねました。

　「うん、だいじょうぶ。」　ふと、公
こう

園
えん

の 遊
ゆう

具
ぐ

から 落
お

ちた 時
とき

の 

ことを 思
おも

い出
だ

して、トーマスは 頭
あたま

を 横
よこ

に ふりました。すごく 

高
たか

い 所
ところ

から 落
お

ちた わけでは なく、タワーに 登
のぼ

っている 時
とき

に 

バランスを 失
うしな

って、へんな 落
お

ち方
かた

を したため、足
あし

の 骨
ほね

を 

折
お

ってしまったのです。「クリスマス前
まえ

に こんな 事
こと

が 起
お

こる

なんて。いつも クリスマスに やる 楽
たの

しい 事
こと

も できずに、

ただ 自
じ

分
ぶん

の 部
へ

屋
や

に 閉
と

じこもってなくちゃ いけないなんてね。」



　「あのね。それが 理
り

由
ゆう

で、来
き

たのよ。クリスマスは 

１
いち

年
ねん

の 内
うち

でも お兄
にい

ちゃんの 大
だい

好
す

きな 時
とき

だから、わたしが 

お兄
にい

ちゃんの クリスマス・パートナーに なろうと 思
おも

って。

だって、あっちこっちに 行
い

くのに 助
たす

けが 必
ひつ

要
よう

でしょう。

お兄
にい

ちゃんが したい ことを、何
なん

でも いっしょに やるのよ！　

毎
まい

日
にち

、クリスマスらしい ことを 一
ひと

つずつ いっしょに 

やってくの、どう？」

　トーマスは にっこりと 笑
わら

いました。「ありがとう、ケイト。

すごく いいと 思
おも

うよ。」

　「よかった。わたしも、いい 考
かんが

えだと 思
おも

ったの。でも、最
さい

初
しょ

に 

何
なに

を やるか 決
き

める 前
まえ

に、お兄
にい

ちゃんを おどろかす ものが 

あるのよ。」　ケイトは 部
へ

屋
や

を 出
で

て、１
いっ

分
ぷん

も たたない うちに、

クリスマスの かざりつけが された 車
くろま

いすを おしながら、

もどってきました。取
と

っ手
て

には 赤
あか

と 銀
ぎん

色
いろ

の ふさ、背
せ

もたれの 

後
うし

ろには クリスマスリース、それに 電
でん

池
ち

で 点
てん

滅
めつ

する 

ライトまで かざりつけられています。トーマスの お気
き

に入
い

りの 

クリスマスベルは、ひじかけに 下
さ

げられていました。



　「今
け

朝
さ

、パパが これを 借
か

りてきたのよ。だから あたし、

お兄
にい

ちゃんのために かざりつけを させてって、お母
かあ

さんに 

たのんだの。クリスマスを 楽
たの

しむためには、これが 必
ひつ

要
よう

に 

なるものね。」　ケイトは わくわくしながら とび回
まわ

りました。

　「すごーい。部
へ

屋
や

を 出
で

られるなんて、いい 気
き

分
ぶん

。」　と、

トーマス。

　トーマスは 暖
あたた

かい かっこうを し、ケイトの 助
たす

けを 

借
か

りて  車
くるま

いすに 乗
の

りました。庭
にわ

に 出
で

て、雪
ゆき

で 遊
あそ

ぶのです。

トーマスは、何
なん

とか 雪
ゆき

を 固
かた

めて、ケイトと いっしょに 

雪
ゆき

だるまを 作
つく

る ことが できました。

　トーマスは、出
で

来
き

上
あ

がった 大
おお

きな 雪
ゆき

だるまを 見
み

て、

うれしくなりました。緑
みどり

色
いろ

の スカーフを まいて フェルトの 

ぼうしを かぶせ、にんじんの 鼻
はな

を つけると、たいそう 

立
りっ

派
ぱ

に 見
み

えました。



　その夜
よる

、トーマスの 友
とも

だちが 何
なん

人
にん

も お見
み

まいに 

来
き

ました。ケガを してから 会
あ

うのは、初
はじ

めてです。みんな、

トーマスを 元
げん

気
き

づけるために、いっしょに 遊
あそ

ぶための 

ゲームや お見
み

まいの 品
しな

を 持
も

って、やって来
き

たのです。

その夜
よる

、トーマスは 満
み

たされた 気
き

持
も

ちで ベッドに 

入
はい

りました。今
ことし

年の クリスマスは、思
おも

ったほど 悪
わる

くは 

なさそうだなと 思
おも

いながら・・・。

　（みんなの 親
しん

切
せつ

に 感
かん

謝
しゃ

するために、何
なに

が できるだろう？）

と、トーマスは 考
かんが

えました。友
とも

だちが 来
き

てくれて、本
ほん

当
とう

に 

うれしかったのです。いやな 事
じ

故
こ

の ことなど、ほとんど 

わすれてしまったくらいです。

　トーマスは、ある 名
めい

案
あん

を 思
おも

いついて、ついに ねむりに 

つきました。家
か

族
ぞく

や 友
とも

だちのために、今
ことし

年の クリスマスを 

特
とく

別
べつ

な ものに したい・・・。いつものようには 動
うご

き

回
まわ

れませんが、一
いち

番
ばん

 大
たい

切
せつ

な 人
ひと

たちに すばらしい 時
とき

を 

過
す

ごして もらえそうな アイデアを 思
おも

いついたのです。



　次
つぎ

の日
ひ

、今
きょう

日は 何
なに

を したいかと ケイトが 聞
き

きに 

来
き

た 時
とき

、トーマスは この アイデアについて 話
はな

しました。

　「そうだ！　工
こう

作
さく

用
よう

の 材
ざい

料
りょう

を 使
つか

って できる ことが 

あるわ。」　トーマスの 車
くるま

いすを ダイニングルームに 

おして行
い

く とちゅう、ケイトが 言
い

いました。まもなく、紙
かみ

の 

クリスマスの くつ下
した

を 作
つく

るための 材
ざい

料
りょう

が テーブルの 

上
うえ

に そろいました。　

　紙
かみ

の クリスマスの くつ下
した

が 出
で

来
き

上
あ

がると、トーマスは 

それぞれの くつ下
した

に 家
か

族
ぞく

と 友
とも

だちの 名
な

前
まえ

を 付
つ

けました。

トーマスの 計
けい

画
かく

とは、クリスマスまでの 毎
まい

日
にち

、それぞれの 

くつ下
した

に 紙
かみ

切
き

れを １枚
まい

ずつ 入
い

れていくという ものでした。

紙
かみ

切
き

れには、それぞれの 人
ひと

について 感
かん

謝
しゃ

している ことや、

来
らい

年
ねん

 その 人
ひと

のために してあげたい ことなどを 書
か

くのです。



　ほかの 人
ひと

たちのために 何
なに

を してあげられるか 

考
かんが

えれば 考
かんが

えるほど、トーマスは もっと 幸
しあわ

せな 気
き

分
ぶん

に 

なりました。そして、最
さい

初
しょ

に ケガした 時
とき

に どんなに 

悲
かな

しかったかなど、すっかり わすれてしまいました。

そして、この ことが、実
じつ

に 今
ことし

年の クリスマスを 今
いま

までで 

最
さい

高
こう

の クリスマスに してくれる ことに なるのです。

* * *

　クリスマスイブに なりました。この 小
ちい

さな 家
か

族
ぞく

は 

暖
だん

炉
ろ

の 周
まわ

りに 集
あつ

まって、クリスマスキャロルを 歌
うた

いながら、

お母
かあ

さんが 作
つく

ってくれた とびきり おいしい ジンジャー

ブレッドクッキーと アップルサイダーを 味
あじ

わって

いました。

　何
なん

曲
きょく

か 歌
うた

うと、トーマスは 自
じ

分
ぶん

の 作
つく

った くつ下
した

の 

おくり物
もの

を、ほこらしげに 家
か

族
ぞく

に 配
くば

りました。「 今
ことし

年の 

クリスマスを ぼくのために 特
とく

別
べつ

な ものに してくれて、

ありがとう。いつも クリスマスに やる お気
き

に入
い

りの ことは 

できなかったけれど、ぼくが 今
ことし

年できた 特
とく

別
べつ

な ことも、

すごく たくさん あったんだ。だから、すごく 幸
しあわ

せだよ！」



　お母
かあ

さんは 自
じ

分
ぶん

の もらった くつ下
した

の 中
なか

を 

のぞきこみ、紙
かみ

切
き

れを １枚
まい

 取
と

り出
だ

して、トーマスが 

書
か

いた ことを 静
しず

かに 読
よ

みました。「 お母
かあ

さん、ぼくたちの 

家
か

族
ぞく

を、本
ほん

当
とう

に よく めんどう みてくれて、ありがとう！　

手
て

伝
つだ

ってほしい 時
とき

には いつでも、お皿
さら

洗
あら

いを 手
て

伝
つだ

うって 

約
やく

束
そく

するよ。」　お母
かあ

さんは ほほえんで、トーマスの 

頭
あたま

に キスしました。「 ありがとう、トーマス！　とても 

気
き

が 利
き

くのね。」　そう 言
い

って、くつ下
した

の 中
なか

に また 手
て

を 

入
い

れました。

　お母
かあ

さんが もう１枚
まい

の クーポンを 取
と

り出
だ

している 

間
あいだ

に、お父
とう

さんが 自
じ

分
ぶん

の もらった 紙
かみ

切
き

れを 読
よ

み

終
お

わって 顔
かお

を 上
あ

げました。「トーマス、うれしいよ。車
くるま

を 

洗
あら

ってくれるんだね。おまえが ちゃんと 自
じ

分
ぶん

の 足
あし

で 

立
た

って 動
うご

き回
まわ

れるように なったら、ぜひ お願
ねが

いするよ。

ここに 入
はい

っている ほかの 宝
たから

物
もの

が 何
なん

なのか、楽
たの

しみだな。」　

そう 言
い

いながら、お父
とう

さんは もう１枚
まい

の 紙
かみ

切
き

れを 取
と

り

出
だ

しました。



文：デヴォン・T・ソマーズ　絵：アルビ　デザイン：クリスティア・コープランド
出版：マイ・ワンダー・スタジオ　Copyright © 2012年、ファミリーインターナショナル

“The Best Christmas Ever--Japanese  
 http://www.mywonderstudio.com/0-5/2012/12/3/the-best-christmas-ever.html

　ケイトが トーマスの ところに とんできて、大
おお

きな 

ハグを しました。「 わたしが お友
とも

だちの ところに 

とまりに 行
い

っている 間
あいだ

、犬
いぬ

の 世
せ

話
わ

を してくれるなんて、

ありがとう。」　そう 言
い

うと、ケイトは ほほえみながら、

トーマスと 書
か

かれている 紙
かみ

の くつ下
した

を 差
さ

し出
だ

しました。

「わたしも、お兄
にい

ちゃんのために 作
つく

ったのよ。クリスマスを 

お兄
にい

ちゃんにとって 特
とく

別
べつ

に したら、わたしにとっても、

すごく 楽
たの

しい クリスマスに なったわ！」

　トーマスは、これ以
い

上
じょう

 ほほえむ ことが できないくらい、

顔
かお

いっぱいの 笑
え

顔
がお

に なりました。本
ほん

当
とう

に 幸
しあわ

せでした。

「これこそ、本
ほん

当
とう

に 最
さい

高
こう

の クリスマスだね！」　トーマスは 

元
げん

気
き

な 声
こえ

で 言
い

いました。

  
　　　　　　　　　　　　終

お

わり


